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• 子どもたちや現場で働く保育士の保育環境の向上を図るた
めには、公共施設マネジメントの観点や公民連携手法の導
入等も勘案しながら、新たなサービスの提供や安心・安全
な保育環境整備を図る必要がある。

（桑名駅周辺エリア）
• 厚生館保育所については、桑名駅に近く、交通の利便性が
高いことから、保護者からの入所希望の多い保育所である
が、施設の老朽化という喫緊の課題がある。

１.事業の経緯

◎公共施設の再編について（就学前施設）

◎人口減少対策について

• 市の玄関口である桑名駅周辺エリアにおいて、保育環境の
充実、子育てしやすい環境を整えることにより、子育て世
代の定着環境整備を推進する。



１.事業の経緯

保育環境や市民サービスの向上に
資する事業提案を募集

民間ノウハウを活かした
厚生館保育所の再整備

市と民間事業者との連携による
「公私連携型保育所」として運営

１

２

３
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２.移管先法人候補者の選定

桑名駅周辺エリアにおける保育環境向上事業公募型プロポーザルに
より、「社会福祉法人 明健福祉会」を移管先法人候補者として選定

項 目 内 容

第１回選定委員会
令和６年４月８日（月）
委員の委嘱、委員長の選任
プロポーザル募集要項等の審議・策定

募集要項等の公表 令和６年４月12日（金）

現地見学会 令和６年４月21日（日）

競争的対話 令和６年５月13日（月）～５月17日（金）

応募書類受付期間 令和６年５月20日（月）～６月17日（月）

第２回選定委員会
令和６年６月24日（月）
ヒアリング審査を行い、移管先法人候補者の
決定
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３.移管先法人候補者の提案内容

子育て・市民生活をより良くする
多機能社会福祉施設群

厚生館保育所の再整備及び保育サービスの向上

保育所整備の基本的事項に加え、児童発達支援施設や子育て支援
施設を一体的に整備し子育てサービスの向上を図ります。

一時預かり、延長保育、休日保育、
病後児保育も承ります！
定員100人→110人
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３.移管先法人候補者の提案内容

子育て・市民生活をより良くする
多機能社会福祉施設群

社会情勢の変化に対応した市民サービスの向上

自由提案として、社会福祉、市民利用、防災・便利機能を提案し、
社会情勢の変化に対応した市民サービスの向上を図ります。



４.公私連携型保育所制度の活用

公私連携型保育所制度の活用

＜民営化に対する懸念事項＞

① 保育の質が保たれるか、また保育士の入替の懸念

② 安定した事業運営継続の懸念

公私連携型保育所制度とは・・・

児童福祉法第56条の８に規定された制度であり、民営の認可保育所で
はあるが、市の関与を明確にするとともに、市と民間事業者が連携して

運営にあたっていく制度として構築された制度。県への届出必要。

民間事業者 桑名市 三重県
公私連携法人
の指定

協定書締結
市経由で県へ
届出

県内初
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５.協定内容

名称及び所在地

◎名 称 桑名たいりん保育園（仮称）
◎所在地 桑名市駅元町10番地

開設年月日

◎令和８年４月１日

保育等に関する基本事項

◆一時預かり事業
◆延長保育事業
◆休日預かり事業
◆児童福祉法第48条の４第１項等に規定する保育情報の提供、
相談及び助言

◆多様性を尊重するインクルーシブ保育
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５.協定内容

職員体制

業務の引継ぎを円滑かつ確実に実施し、保育の質を確保するため、
公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律に
定めるところにより、市内の公立保育所において業務に従事してい
る正規職員を派遣

必要な設備等の貸付け、譲渡

その他の協力に関する基本的事項

◎土地の貸付
桑名たいりん保育園（仮称）の所在する土地は、事業用定期借地権
設定契約を締結し、無償で貸付
◎土地の貸付期間
厚生館保育所の再整備開始月の初日から、同日から起算して30年
経過した年度の３月31日まで
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５.協定内容

協定の有効期間

協定締結日から、同日から起算して10年を経過した年度の３月31日
まで

その他

◎保育所の適切な運営のため、必要があると認めるときは立入検査
を行う

◎保育所の保育及び運営等について協議するため、保護者、市、
社会福祉法人明健福祉会の三者で組織する三者協議会を開催


